
I巻頭言

荏本孝ス先生と熱意ある会員の歩みへ敬意を表して

塾長 鷲山龍太郎

15年間塾長を務めていただいた荏本先生が塾長を退任され
るとともに、名誉塾長にご就任いただけたことは、本会としては

大きな喜びです。今後とも私達の指導者、助言者、そして共に活

動していただける伸間として、本会の理念を代表して、末永 <私
達を見守っていただけることを願います。

ホームページにも公開されている、「だるま 10周年記念誌」
には、荏本先生が、1995年 1月 17日、大阪に滞在中に阪神
淡路大震災を体験され、悲惨な現地の様子を目の当たりにさ

れ、ハードによる防災に限界を感じられたことが書かれています。そこから、「ハード、ソ

フ ト両面からの防災」という想いが「防災塾・だるま」倉」立の理念の原点であることがわ

かります。

阪神淡路大震災の 10年後、2005年に神奈川大学で開1産された生涯学習講座「地1或防
災まちづ<り講座」に集まった防災に関心がある方々と交わされた意見や課題を実践活動

に移すことを目的に、2006年「防災塾・だるま」が発足することになりました。

以来、本会が取り組んできた活動の実績はホームページに丹念に整理され、膨大な防災

についての情報の宝庫となっています。散さに、「防災塾・だるま」の資産です。

また、10」よりの資産は F防災塾・だるま」を中心として築かれた人的ネットワークです。

それを実現してきたのは、荏本先生の学識に学び、理念とお人柄に共感して主体的に活動

を展開してきた熱意ある会員の存F■
~で
す。

荏本孝ス先生と熱意ある会員の、15年に及ぼ 肪 災塾・だるま」活動と人的ネットワーク
の倉」出には、心より敬意を表したいと思います.

荏本先生が近年のご講演で説かれるように、社会の質も、災害、防災文」策の質も変化し

てきたつ、8寺代に対応した本会の進路を模索しなければなりません。

今回 15年に及ぶ、荏本塾長と歩んできた本会の歩み
を6、りかえり、先生の理念と多大なるご尽力、それに

共感し、力を合わせて努力してきた会員皆様の取組みを

本論において有形のものとして残したいと目います。

それを基盤として、様々な災害が切迫するこれからの

日寺代に向き含う本会会員が歩むべき道を示す―助にな

る光を当ててい行<ことができるように願います。
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「防災塾・だるま」の思い出

名誉塾長 荏本孝ス

2005年 (平成 17)に設立された 肪 災塾 。だるま」は、15年 F85を皆さんと一緒に歩
み続けて来散した。その間の活動については本誌の中に記録されています。15年間とは
言え最後の 3年間<らいは、従来から続けてきた活動の課題が積み重なつてきて、会員の
方々への意思疎通や活動方針の一元イしなど 鴨 災塾・だるまJと してのまとまりに苦慮し

て、如何に新しい「防災塾 。だるま」の体市Jに変えてい<かということに思いを巡らせて
来ました。そして、翁不日3年 5月の総会で新しい体市」が誕生して、ホットしているところ
です。

さて、この 15年間に及ぶ活動でまず思い出すのは、何故
鴨 災塾・だるまJのような活動を始めたいと思つたか、そ
の切つ桂卜けが原点になります。

今回塾長を退任するに当たって、新塾長の電出さんから「だ

るま通信」を定期的に発行するので、「名誉塾長の音[屋」とい

うベージを創り、私が防災研究や地域防災の活動に進んでき

た思いを書き綴つて欲しいとのお話を頂き、随時原稿を書き連載して頂いておりますが、

そこに書こうと悪つていることを雑然と考えながら、幾つかのポイントとして先に書いて

みたいと思います。

まず、「 8/t災塾 。だるま」の活動を始めたいと思つたことは、 1つは「防災は行政だけの

FED3題ではな <、 市民一人ひとりに関1系する問題で、その結果は災害が起こってみると明確

に分る。」と諸先生・先輩に言われていたことと、1995年 (平成 7年)の阪神・淡路大
震災の被災現場を訪れて、「被害を受けた住民の応々は、自分達がどのようなリスクのある

場所で生活していたの/DNという認識を殆ど持っていなかった。」ということがはっきりと理

解できたことで、土木・建築の分野で研究を進めるには防災のXEl識、と<に地域の災害リ
スクの特徴について、地域の住民と一緒になって理解し、その理解を防災情報として共有

していかなければ、本当の防災にはならないと思つたからでした。

15年間の中で地震や洪水、大山0黄火など多<の災害が発生し、防災に関わる意識が変化
してきています。今の経済社会の環境の中で、災害を受けると生活も人生も一変してしま

うという危機感が強まつてきたこ

ともありますし、現在の新型コロ

すウイルス感染症の拡大によ 19、

自分の命が危機に至ると言う切実な

状況も大き<影響しているのでは

ないかとも者えます。
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いずれにしても、防災に関する意識が高まってきたのは事実だと思います。しかし、反

面防災の情報が多<の機関・組織・団体から発信され、こと細かい情報が世の中に氾濫し

ている状況は、決して好ましい姿ではないようにも悪っています。

防災そのものは、生活する上で極めて基本的かつシンプルなものであると思っている自

分にとっては、現状が、かえってその考えを惑わすものとしか思えな<て、困惑してい積

す。やはり、情報を自分で取捨選択する力が重要なのでしょう。

もう一つ述べておきたいことは、実践が極めて大切だと言うことです。思い出の中には

「実践的防災まちづくリコーディネーター鷲成講座Jという講座を「防災塾・だるま」の
メンバーの方技と協働して 10年以上継続して開催してきた事実があります。また特に大
きな経験としては、実際の被災地を訪れて、地元の被災体騨 11事事業警
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のある住民の方々と交流を持つたという体験は、何物にも

変え難い防災意識の高揚に寄与したものと思つています。

そういう意味で毎年のように 1月 17日 には神戸の「震災
の集い」に参加してお話しを聞いたり、神戸の町を歩いた

り、また「新潟県中越地震」で被災した長岡市を訪問して

お話しを伺つたり、2011年東日本大震災で被災した三陸沿岸の地域を訪問して、交流を
深めたことは、大変有意義であつたと思つています。もちろん毎月開催してきた「防災ま

ちづ<り談義の会」で外部から多<の防災に関わる研究者の方々や地域で防災活動を続け

て居られる方々に話題提供して頂いて、討論を積み重ねてきた実績も大きな宝となってい

ます。

こういつた多<の活動が、設立当日菩から大変に珍しい新しい取組みであつたということ

で、社会でも注目されて大きな活動になってきたのでl~■ないかと思つています。私は、自

分の講演会で話題提供をさせていただく際には、必ずと言つて良いほど、「行政サイドJの
防災対策と「住民サイドJの防災対策には大きなギャップがあり、我国のように国上が狭
く災害が多発する環境では、「行政」、「地域Jと「住民」が連携して防災対策を進めてい<
ことが大変に重要で、まだまだその構図は完成していないと考えているとのお話をしてき

ました。

以上書きましたように、いろいるな思い出がありますが、「防災塾・だるま」の理念とし

てきた「防災・減災情報の共有イしと人的ネットワークの構築」という考え方はこれからも

大切にしていきたいと思っています。

皆様には、これまで共通した思いをもって一緒に活動を担つて頂き、本当に有難うござ

いました。心から御礼申し上|ずます。これから続<「防災塾・だるま」の活動により、災

害の影響の少ない社会が実現することを願つています。地道な活動は、必ず功を奏するも

のです。
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